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4-1 MRI特 別安全講習会

MRI safety lecture

開催 日  2009年5月31日

企 画  梅田聡 染谷芳明(脳 と進化班)

講演者 梅田雅宏(明治国際医療大学医学教育研 究センター医療情報学ユニット）

 2009年5月31日 にMRI特 別安 全講 習会 が行 わ れた。 この講

習会 は、昨年2月 にG-COEに よ り建 設 された、綱 町 ク ラウ ン

ドのMRI棟 のMRI装 置 を利 用 し、新 規 に研 究 活動 を行 う研

究者 を対象 と して行わ れた。本 来で あれば、新 規の研 究 申請者

はG-COE MRI安 全 倫 理委 員会 の定 め る安 全 講 習お よび操作

講 習 を受 け る事が 義務づ け られてい るが 、今年 度 に入 って受講

申請か増 え、通常 のス ケシ ュールで は、希 望者 に対応 しきれ な

くな ったため、今 回の特 別安全講 習が企 画 された。 当初 の予定

では20名 弱 の参加 者 を想 定 していたが、 結果 として50名 近い参

加者 を得 た。講 師には 明冶国際 医療 大学 医学教 育研 究 セ ンター

医療情 報 学ユ ニ ソ トの梅 田雅宏 先 生 を迎 え、安 全 講 習の 他 に

MRIの 画 像 作 成 の原 理 か らDlff usion Tractlmaglngに 代 表

され る近年 の トピ ソクス まで広 く講義 して頂 いた。

 「安全」 に 関す る講義 は、静 磁場 及 び変動磁 場 が生 体 に与 え

る影響 の解 説 と安全確 保 の方法、 ラ シオ波 が生体 に与 える影響

及 びSpecific Absorptlon Ratloの 解 説 と運 用方 法、 測 定室 内

の備 品 につ いての 注意点、 緊急時 の対応 な どにつ いて実例 を交

えつつ 、行 われ た。 また、休 憩 を挟 み、MRIの 画像 作 成 の基

礎理 論、画 質向上 のため のポ イン トにつ いて講義 か行 われた。

さ らに トピ ソクス として、拡 散 強調 画像 の基礎 と応用 、Mag-

netization transfer効 果 の基 礎 と応 用 、 Mn造 影 機 能 画 像 、

MRSの 基礎 と応 用 につ い て、解 説が行 わ れ た。 以上 に記 した

よ うに今 回の特別安 全講習 は、高磁 場環境 での安 全 につ いて の

み な らず、測 定の基 礎理論 か ら、 実践面 での注意 点、最新 の研

究状況 までを広 く網 羅 した もの とな った。

 脳機 能画像 を用 いた研 究 は、研究 対象 に関す る知識以外 に、

縦断 的な広 い知識 を必要 とし、 その中で も測定技術 の理解 は重

要 な意 味 を持 つが、 習得 に多 くの時 間 を費 や さねばな らず、 自

習の際 の指針 を立 てに くい とい う事 実が ある。今 回の特別安 全

講 習が、 受 講者 の今 後 の研 究 活動 の 一助 とな った事 を期待 す

る。                    (染谷芳 明)

On May 31,2009, MRI safety lectures were delivered at the

West Building. Associate professor Umeda, Meid Umver-

sity of Integrarive Medicine, delivered lectures on safety at

high magnetic field The other topics that were dealt with

included the principles of MRI, image contrast, and recent

research A question-and-answer session followed the lec-

ture More than 40 people partimpated
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4-2 Seminar of data analyses-Hands-on seminar for spatial analyses鷺 雛

of NIRS data-

開催 日 2009年7月1日

企 画  研究成果発信支援・プログラム委員会 小嶋祥三・皆川泰代

講演者 檀一平太、ルハムス レン・ エンクトゥ ル、

續木大介(独立行政法人農業食品産業技術オス号研究機構食品総合研究所)闘購 醸 騰 麺 醸 賎

 Near Infrared Spectroscopy(NIRS近 赤 外分 光法)は 脳へ
近赤外光 を投射す るこ とで大脳皮 質 の血 液変化 量す なわち脳 活

動 を測 定す る装置 です。NIRSは 空 間分解 能が 低 いな どの欠 点

かあ る ものの、頭 の固定 も不要 で安全、 簡便 に使 用 で き様 々な

応 用 の可 能性 が あ ります。本 拠 点 で もNIRSを 用 い健 常 な乳

幼 児だ けでな く発 達障害児 の脳 内機 構 を研 究 して きま した。今

年 度 に入 り学 部 生、 大学 院 生、 若手研 究者 が新 たにNIRS研

究 を始 め、 さらに塾 内医学 部 な どとの複 数の共 同研究 も始 まっ

ている こ ともあ り、本拠 点で解析 手法の ニーズ が高 まってい ま

した。そ こで今 回、研究成 果発信 ・支援 プ ログラム委員 会 によ

るNIRS解 析 講 習 会 を行 う こ と と な りま した。 講 習 会 で は

NIRSの 空間解 析 ツー ルを開発 、応用 されて きた食 品総合研 究

所 の檀 一 平太 先 生、 同 グル ー プの績 木 大介 先 生、 ルハ ム ス レ
ン ・エ ンク トゥル先 生 を講 師 と してお招 きしま した。参加 者 は

文 、教 育学 部だ けでな く、理 工、 医学部、独 立行 政法人理 化学

研 究所 か ら、文 理 融合 を 目指 す本 拠 点 な らで はの顔 ぶ れ で し

た。

 講習会で は まず檀 先生 に解 析技術 の原理 と応用 方法、実 際例

について教 育講演 を行 っていた だ きました。デ ー タ解析 ばか り

で な く、デ ー タを魅 力的 に見 せ る手 法や、 実験 プロ トコールの

立案 に も役 立つ コメ ン ト等 な ど、初 心者 か ら熟練者 まで参 考 に

なるお話 をいただ きました。 そ の後 、各 々で ノー トパ ソコ ンの

解析 プ ロクラム を動 か しなが ら解析 の流 れにつ いて実体 験 しま

した。今 回の 講習会 で は数値解析 ソフ トMatlabを 基 盤 とす る

プ ロ グラ ムを用 い た実習 を行 い ま したが、Matlabに 不 慣 れ な

文学 部の学生 、院生 には戸 惑い も多 か った ようです。実 習で は

先生 方が補助 をして下 さ り、な ん とか解析 をや り遂 げ た ようで

すか 、今 後 は これ らソ フ トを 自分 で使 い こなす こ とが課題 の よ

うです 。多量 デー タを厳格 に扱 う脳科 学研 究で は、相応 しい解

析 ス キルが必須 です 。完壁 な実験 デサ イ ンで得 られたテ ー タも

不 十分 な解析 で は活 きて きませ ん。 文系 を主 とす る本拠点 が研

究結果 を最大 限 に発信 す るため にも、解析 原理 を深 く理解 し、

その スキル を向上 させ て ゆ くべ きで しょう。 その ため に もこの

ような講習会 を今後 も継続 で きれ ば と思い ます。 (皆川泰 代)

NIRS(Near-lnfrared Spectroscopy)is a non-invasive meth-

od to measure human brain activities Although, NIRS lacks

mthe standard method for analyzing the data unlike fMRI,

researchers have been developing some analysis tools re-

Gently Dr Dan who is an instructor of our seminar, is one

of such researchers leading this fi eld In this seminar, we

had an opportunity to learn the principles, application and

practical use of NIRS-analyses method which Dr Dan and
his colleagues developed
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